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　　かみさまの　かのうせい


　　　　　　

イザヤ6:13　そこにはなお、十分 (じゅうぶん)の一 (いち)が残 (のこ)るが、それもまた、焼 (や)き払 (はら)われる。テレビンの木 (き)や樫 (かし)の木 (き)が切 (き)り倒 (たお)されるときのように。しかし、その中 (なか)に切 (き)り株 (かぶ)がある。聖 (せい)なるすえこそ、その切 (き)り株 (かぶ)。



げつようび



いまは、世 (よ)の中 (なか)の希望 (きぼう)でなければならない次 (じ)世代 (せだい)に災 (わざわ)いが臨 (のぞ)む時代 (じだい)です。もっとも大 (おお)きい災 (わざわ)いは、次 (じ)世代 (せだい)を生 (い)かす福音 (ふくいん)を説明 (せつめい)する文化 (ぶんか)がないということです。このとき、神様 (かみさま)がレムナントを準備 (じゅんび)されました。レムナントは苦 (くる)しみの時代 (じだい)を生 (い)かす神様 (かみさま)の方法 (ほうほう)、神様 (かみさま)の可能性 (かのうせい)です。その祝福 (しゅくふく)を発見 (はっけん)して味 (あじ)わわなければなりません。この祝福 (しゅくふく)には、なにが含 (ふく)まれているのでしょうか。
最初 (さいしょ)「隠 (かく)された者 (もの)」の祝福 (しゅくふく)です。神様 (かみさま)が福音 (ふくいん)で世界 (せかい)を生 (い)かすその日 (ひ)のために、レムナントをひそかに守 (まも)って準備 (じゅんび)しておられます。ですから、霊的 (れいてき)問題 (もんだい)を正確 (せいかく)に知 (し)って、信仰 (しんこう)と実力 (じつりょく)、霊性 (れいせい)と知性 (ちせい)をそろえた福音 (ふくいん)エリートとして準備 (じゅんび)しなければなりません。二 (ふた)つ目 (め)は、サタンと霊的 (れいてき)に戦 (たたか)う「残 (のこ)された者 (もの)」の祝福 (しゅくふく)です。人 (にん)間 (げん)と世 (よ)の中 (なか)の問題 (もんだい)は肉的 (にくてき)な問題 (もんだい)でなく霊的 (れいてき)問題 (もんだい)です。サタンがはじめた不信仰 (ふしんこう)とのろいの中 (なか)に陥 (おちい)るように攻撃 (こうげき)して、数多 (かずおお)くの偶像 (ぐうぞう)で霊的 (れいてき)問題 (もんだい)を起 (お)こします。それゆえ、福音 (ふくいん)の奥 (おく)義 (ぎ)を持 (も)ったレムナントに、サタンに勝 (か)つ権威 (けんい)を与 (あた)えられたのです。最後 (さいご)に「散 (ち)らされた者 (もの)」の祝福 (しゅくふく)です。それは唯一性 (ゆいいつせい)の答 (こた)えで全 (ぜん)世界 (せかい)に散 (ち)って人 (ひと)を生 (い)かす者 (もの)です。福音 (ふくいん)の中 (なか)にあるレムナントに、神様 (かみさま)は唯一性 (ゆいいつせい)のタラントをくださり、すてきな福音 (ふくいん)文 (ぶん)化 (か)を成 (な)し遂 (と)げるように祝福 (しゅくふく)してくださいます。私 (わたし)に来 (き)ている神様 (かみさま)の可能性 (かのうせい)を抱 (いだ)いて、信仰 (しんこう)で挑戦 (ちょうせん)してみましょう！　　2016.04.14　世界 (せかい)産業人大会　海外産業人特講




　きょうのいのり












　きょうのでんどう














　きょうのみことば

　ホセア13～14

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう














もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう









緑 (みどり)の森 (もり)の中 (なか)に、切 (き)り株 (かぶ)があります。そこに新芽 (しんめ)が出 (で)てきていますね。
新芽 (しんめ)のように、この世 (よ)の貴重 (きちょう)な存在 (そんざい)であるレムナントが、私 (わたし)です。
神様 (かみさま)が特別 (とくべつ)に選 (えら)ばれた私 (わたし)を考 (かんが)えて、２つの絵 (え)のちがいをみつけましょう（５つあります）　　　　　







　　　　　　　　　　　



ちがいを
みつけよう


































おいのり
しよう


父 (ちち)なる神様 (かみさま)！次 (つぎ)世代 (せだい)が苦 (くる)しむ時代 (じだい)に私 (わたし)をレムナントとして呼 (よ)んでくださってありがとうございます。神様 (かみさま)が準備 (じゅんび)された隠 (かく)された者 (もの)、霊的 (れいてき)戦 (たたか)いをする者 (もの)、唯一性 (ゆいいつせい)の祝福 (しゅくふく)をうけた散 (ち)らされた者 (もの)の祝 (しゅく)福 (ふく)を抱 (いだ)いて、挑戦 (ちょうせん)させてください。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン


[image: ]かみさまが　くださる　
　　　あたらしい　こくいん

　　　

コロサイ3:10　新 (あたら)しい人 (ひと)を着 (き)たのです。新 (あたら)しい人 (ひと)は、造 (つく)り主 (ぬし)のかたちに似 (に)せられてますます新 (あたら)しくされ、真 (しん)の知識 (ちしき)に至 (いた)るのです。




　　　　　　かようび



神様 (かみさま)とともにいることができなかった私 (わたし)が、イエス・キリストを信 (しん)じて受 (う)け入 (い)れると同時 (どうじ)に、神様 (かみさま)とともにいることができるように救 (すく)われました。世 (よ)の中 (なか)の人 (ひと)と違 (ちが)う神 (かみ)の子 (こ)どもになったのです。しかし、救 (すく)われる前 (まえ)にまちがって刻印 (こくいん)されたことは、まだ残 (のこ)っています。ですから、続 (つづ)けて神様 (かみさま)がくださった福音 (ふくいん)で新 (あたら)しいことを刻印 (こくいん)しなければなりません。新 (あたら)しい刻印 (こくいん)をすることができなければ、すでに陣取 (じんど)っているまちがった刻印 (こくいん)されたもののために、まことの成功 (せいこう)をすることができません。どのようにすれば、新 (あたら)しい刻印 (こくいん)ができるのでしょうか。
まず、聞 (き)くことを変 (か)えましょう。世 (よ)の中 (なか)の音 (おん)楽 (がく)の代 (か)わりに、たましいをいやす賛美 (さんび)を聞 (き)きましょう。また、必 (かなら)ず成就 (じょうじゅ)して私 (わたし)を生 (い)かすみことばで、神様 (かみさま)の御声 (みこえ)を聞 (き)きましょう。二 (ふた)つ目 (め)、読 (よ)むことを変 (か)えましょう。世 (よ)の中 (なか)の無 (む)駄 (だ)な情 (じょう)報 (ほう)、アニメ、ネット、テレビなどを整理 (せいり)して、みことばを読 (よ)んで黙想 (もくそう)しましょう。そして、私 (わたし)を発展 (はってん)させる良 (よ)い本 (ほん)を読 (よ)みましょう。三 (みっ)つ目 (め)、することを変 (か)えましょう。私 (わたし)に与 (あた)えられた貴重 (きちょう)な時間 (じかん)とチャンスを、いままでと違 (ちが)うように使 (つか)いましょう。福音 (ふくいん)を味 (あじ)わう時間 (じかん)、祈 (いの)りで神様 (かみさま)と疎通 (そつう)する時間 (じかん)に使 (つか)いましょう。それと同時 (どうじ)に、未来 (みらい)のために勉強 (べんきょう)と技能 (ぎのう)に集中 (しゅうちゅう)しましょう。
このように、福音 (ふくいん)のなかで与 (あた)えられた新 (あたら)しいものを刻印 (こくいん)すれば、新 (あたら)しい幸 (しあわ)せとまことの成功 (せいこう)はついてくるようになります。この事実 (じじつ)を記憶 (きおく)して、新 (あたら)しいものを刻印 (こくいん)するように挑戦 (ちょうせん)してみましょう！　　　　2016.04.14　第19次世界産業人大会





　きょうのいのり













　きょうのでんどう














　きょうのみことば

　ホセア４～６

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう















もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう








[image: ]だれも知 (し)らなくても、私 (わたし)だけが知 (し)っているよくない習慣 (しゅうかん)は
ありませんか。
そうでなくて、私 (わたし)は知 (し)らないけれど、他 (ほか)の人 (ひと)がよく言 (い)うよくない習慣 (しゅうかん)は
ありませんか。
よくない習慣 (しゅうかん)を、ひとつずつ考 (かんが)えて、整理 (せいり)してみましょう。





みことばを
てきようしよう































おいのり
しよう
父 (ちち)なる神様 (かみさま)。神様 (かみさま)がくださる新 (あたら)しい刻印 (こくいん)で、まことの成功 (せいこう)をするようにさせてくださり、ありがとうございます。聞 (き)くこと、読 (よ)むこと、することを変 (か)えて、新 (あたら)しい刻印 (こくいん)を味 (あじ)わうことができますように。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

[image: ]かみさまが　くださる　あたらしい
　ねを　おろそう


Ⅱテモテ3:14～15　けれどもあなたは、学 (まな)んで確信 (かくしん)したところにとどまっていなさい。あなたは自分 (じぶん)が、どの人 (ひと)たちからそれを学 (まな)んだかを知 (し)っており、また、幼 (おさな)いころから聖書 (せいしょ)に親 (した)しんで来 (き)たことをっているからです。聖書 (せいしょ)はあなたに知恵 (ちえ)を与 (あた)えてキリスト・イエスに対 (たい)する信仰 (しんこう)による救 (すく)いを受 (う)けさせることができるのです。

　　　　　

すいようび



神 (かみ)の子 (こ)どもであるレムナントは、福音 (ふくいん)のみことばが、たましい、考 (かんが)え、生活 (せいかつ)の中 (なか)に根 (ね)をおろすようにしなければなりません。根 (ね)によって結 (むす)ぶ実 (み)が違 (ちが)うように、霊的 (れいてき)になにに根 (ね)をおろすのかによって、生活 (せいかつ)が変 (か)わるためです。これからは、神 (かみ)の子 (こ)どもらしく、私 (わたし)のたましいにみことばの根 (ね)がおりるように挑戦 (ちょうせん)してみましょう。どのようにすれば良 (よ)いのでしょうか。
最初 (さいしょ)に、福音 (ふくいん)であるキリストについて記録 (きろく)された聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)を一 (ひと)つずつ暗唱 (あんしょう)しましょう。ペテロが「あなたは生 (い)ける神 (かみ)の御子 (みこ)キリストです」（マタイ16:16）と告白 (こくはく)したようにです。二 (ふた)つ目 (め)、毎週 (まいしゅう)の講壇 (こうだん)のみことばの中 (なか)で神様 (かみさま)の御声 (みこえ)を聞 (き)いて、祈 (いの)りの課題 (かだい)を整 (せい)理 (り)しましょう。このとき、みことばが成就 (じょうじゅ)するように更新 (こうしん)して実践 (じっせん)することを必 (かなら)ず見 (み)つけましょう。三 (みっ)つ目 (め)、時間 (じかん)を定 (さだ)めて整理 (せいり)した祈 (いの)りの課題 (かだい)で祈 (いの)りましょう。聖日 (せいじつ)の講壇 (こうだん)のみことばは、一週間 (いっしゅうかん)に実 (み)を結 (むす)ぶ神様 (かみさま)の約束 (やくそく)で、時刻表 (じこくひょう)に合 (あ)うようにくださるみことばです。特 (とく)に、聖日 (せいじつ)のみことばを聞 (き)きに行 (い)く前 (まえ)に、一週間 (いっしゅうかん)の問題 (もんだい)を持 (も)って質問 (しつもん)する祈 (いの)りを必 (かなら)ずしてみましょう。それでこそ、私 (わたし)にくださる神様 (かみさま)の御声 (みこえ)に集中 (しゅうちゅう)することができます。
このように、聖日 (せいじつ)の講壇 (こうだん)を毎日 (まいにち)味 (あじ)わいながら、<子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)>のみことばとつなげて、きょう与 (あた)えられる神様 (かみさま)の御声 (みこえ)を毎日 (まいにち)、捜 (さが)し出 (だ)します。この3つのことを持 (じ)続 (ぞく)すれば、私 (わたし)の中にみことばが深 (ふか)く根 (ね)をおろすでしょう！
2016.04.15　第19次世界産業人大会2講





　きょうのいのり













　きょうのでんどう













　きょうのみことば

　ホセア４～６

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう














もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう









[image: ]私 (わたし)が好 (す)きな福音聖句 (ふくいんせいく)はありますか。きょうは私 (わたし)がいちばん好 (す)きな
福音聖句 (ふくいんせいく)を書 (か)いてみましょう。そして、口 (くち)ではっきりと告白 (こくはく)しましょう。　　　　　







　　　　　　　　　　　





みことばを
てきようしよう

































おいのり
しよう


父 (ちち)なる神様 (かみさま)！私 (わたし)の中 (なか)にみことばが深 (ふか)く根 (ね)をおろして、まことの生活 (せいかつ)の実 (み)を結 (むす)ぶようにしてくださってありがとうございます。いまからみことばが根 (ね)をおろす暗唱 (あんしょう)、毎週 (まいしゅう)の講壇 (こうだん)のみことばを書 (か)くこと、毎日 (まいにち)「子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)」を味 (あじ)わう実践 (じっせん)をすることができるように、導 (みちび)いてください。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン


[image: ]
かみさまが　くださる　あたらしい
　たいしつを　そなえよう



　　　　　　

ローマ12:1　そういうわけですから、兄弟 (きょうだい)たち。私 (わたし)は、神 (かみ)のあわれみのゆえに、あなたがたにお願 (ねが)いします。あなたがたのからだを、神 (かみ)に受 (う)け入 (い)れられる、聖 (きよ)い、生 (い)きた供 (そな)え物 (もの)としてささげなさい。それこそ、あなたがたの霊的 (れいてき)な礼拝 (れいはい)です。


もくようび



静 (しず)かに私 (わたし)のことを考 (かんが)えるならば、神 (かみ)の子 (こ)どもなのに福音 (ふくいん)を味 (あじ)わうことをできなくさせる過去 (かこ)の体質 (たいしつ)があるでしょう。このような体質 (たいしつ)を抜 (ぬ)き出 (だ)して神様 (かみさま)がくださる新 (あたら)しい体質 (たいしつ)をそろえなければなりません。どのようにすれば、新 (あたら)しい体質 (たいしつ)をそろえられるのでしょうか。
最初 (さいしょ)に、福音 (ふくいん)体質 (たいしつ)そろえること！福音 (ふくいん)体質 (たいしつ)は、生 (い)かす体質 (たいしつ)です。不信仰 (ふしんこう)と心配 (しんぱい)に絶対 (ぜったい)陥 (おちい)らなくなります。それとともに、生 (い)かす計画 (けいかく)を発見 (はっけん)することを繰 (く)り返 (かえ)せば、どんなことも問題 (もんだい)にならないで、感謝 (かんしゃ)できるのです。二 (ふた)つ目 (め)、祈 (いの)りの体質 (たいしつ)をそろえること！これは神様 (かみさま)の力 (ちから)を味 (あじ)わう体質 (たいしつ)です。祈 (いの)りで一日 (いちにち)をはじめて、神様 (かみさま)がくださる新 (あたら)しい力 (ちから)を受 (う)けます。昼 (ひる)には祈 (いの)りで一日 (いちにち)の間 (あいだ)、神様 (かみさま)が備 (そな)えておかれた答 (こた)えを発見 (はっけん)します。夜 (よる)には、祈 (いの)りの中 (なか)で一日 (いちにち)を終 (お)えながら、神様 (かみさま)に感謝 (かんしゃ)をささげます。このように、毎日 (まいにち)、祈 (いの)るならば、心 (こころ)と思 (おも)いを守 (まも)ってくださる神様 (かみさま)の知恵 (ちえ)を得 (え)るようになります。三 (みっ)つ目 (め)、伝 (でん)道 (どう)体質 (たいしつ)そろえること!すべての出会 (であ)いには、神様 (かみさま)の救 (すく)いの計画 (けいかく)があります。これを考 (かんが)えながら、たましいを抱 (いだ)いて祈 (いの)れば良 (よ)いのです。このように祈 (いの)りを始 (はじ)めれば、福音 (ふくいん)を伝 (つた)える証拠 (しょうこ)を先 (さき)にくださって伝道 (でんどう)する時刻表 (じこくひょう)を与 (あた)えてくださいます。
新 (あたら)しい体質 (たいしつ)をそろえるために、神様 (かみさま)が今日 (きょう)の3つのみことばをくださいます。今 (いま)から実践 (じっせん)しながらレムナント伝道 (でんどう)者 (しゃ)になりましょう！
　　2016.04.16　第19次世界産業人大会3講





　きょうのいのり













　きょうのでんどう












　きょうのみことば

　ホセア７～９

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう













もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう









[image: ]きょう、だれに会 (あ)いますか。ひとり、ひとりを考 (かんが)えてみて
その人 (ひと)に伝 (つた)えることができる神様 (かみさま)のみことばを握 (にぎ)ってみて、
記録 (きろく)しましょう。
また、準備 (じゅんび)しなければならない資料 (しりょう)があれば、その人 (ひと)の名前 (なまえ)のよこに
書 (か)いて、準備 (じゅんび)しましょう。


　　　　　　　


みことばを
てきようしよう


































おいのり
しよう

父 (ちち)なる神様 (かみさま)！神様 (かみさま)がくださる新 (あたら)しい福音 (ふくいん)体質 (たいしつ)、祈 (いの)り体質 (たいしつ)、伝道 (でんどう)体質 (たいしつ)をそなえるようにさせてくださり、ありがとうございます。福音 (ふくいん)体質 (たいしつ)で私 (わたし)と人 (ひと)を生 (い)かして、祈 (いの)り体質 (たいしつ)で神様 (かみさま)の力 (ちから)を味 (あじ)わい伝道 (でんどう)体質 (たいしつ)でたましいの救 (すく)いに用 (もち)いられますように。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン



[image: ]いのりの　ひと




エペソ6:18～19　すべての祈 (いの)りと願 (ねが)いを用 (もち)いて、どんなときにも御霊 (みたま)によって祈 (いの)りなさい。そのためには絶 (た)えず目 (め)をさましていて、すべての聖徒 (せいと)のために、忍耐 (にんたい)の限 (かぎ)りを尽 (つ)くし、また祈 (いの)りなさい。また、私 (わたし)が口 (くち)を開 (ひら)くとき、語 (かた)るべきことばが与 (あた)えられ、福音 (ふくいん)の奥義 (おくぎ)を大胆 (だいたん)に知 (し)らせることができるように私 (わたし)のためにも祈 (いの)ってください。





きんようび


多 (おお)くの宗教 (しゅうきょう)が、自分 (じぶん)たちだけの方法 (ほうほう)で祈 (いの)りをします。ムスリム（イスラム教 (きょう)徒 (と)）は、時間 (じかん)を定 (さだ)めて一日 (いちにち)に5回 (かい)ずつ祈 (いの)って、仏教 (ぶっきょう)は108拝 (はい)などで精神 (せいしん)を集中 (しゅうちゅう)する祈 (いの)りをします。その他 (た)にも、いろいろな方法 (ほうほう)で祈 (いの)りをします。ところが、最 (もっと)も祝福 (しゅくふく)された身分 (みぶん)を持 (も)っているクリスチャンは、福音 (ふくいん)とみことばでない誤 (あやま)った祈 (いの)りの課題 (かだい)をもって祈 (いの)っています。ですから、偶像 (ぐうぞう)崇拝 (すうはい)をしながら祈 (いの)る他 (ほか)の宗教 (しゅうきょう)に勝 (か)つ力 (ちから)が消 (き)えました。
このとき、神様 (かみさま)がレムナントを呼 (よ)ばれました。正 (ただ)しい福音 (ふくいん)を知 (し)って伝 (つた)える神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)目標 (もくひょう)に用 (もち)いるために呼 (よ)ばれたのです。それゆえ、神様 (かみさま)と疎通 (そつう)する福音 (ふくいん)が入 (はい)った本物 (ほんもの)の祈 (いの)りを始 (はじ)めなければなりません。そのためには、先 (さき)に福音 (ふくいん)（創3:15、6:14、出3:18、イザヤ7:14、マタイ16:16）を理解 (りかい)しなければなりません。
福音 (ふくいん)がなくて苦 (くる)しんでいて、なぜ問題 (もんだい)がくるのか理由 (りゆう)を知 (し)らない人々 (ひとびと)があまりにも多 (おお)いのです。そのような人 (ひと)たちを思 (おも)い出 (だ)しながら、その人々 (ひとびと)に唯一 (ゆいいつ)必要 (ひつよう)な福音 (ふくいん)を伝 (つた)えるレムナントとして私 (わたし)を呼 (よ)ばれた神様 (かみさま)の愛 (あい)を思 (おも)い出 (だ)してみましょう。それとともに、その人 (ひと)たちに福音 (ふくいん)が伝 (つた)えられるように祈 (いの)ってみましょう。神様 (かみさま)が必要 (ひつよう)とされる祈 (いの)りの人 (ひと)として現場 (げんば)で用 (もち)いられるようになるでしょう。　
　2016.04.16　核心訓練メッセージ





　きょうのいのり












　きょうのでんどう













　きょうのみことば

ホセア10～12

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう












もくそうしよう　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう









[image: ]　　　　　　　私 (わたし)はどのように祈 (いの)っていますか。きょうは私 (わたし)がどのように祈 (いの)っている
のかをえてみましょう。また、祈 (いの)っていないなら、祈 (いの)る計画表 (けいかくひょう)を
作 (つく)って、祈 (いの)りはじめましょう。








あさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よる
　　目 (め)がさめたらすぐに祈 (いの)る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よるにねる前 (まえ)に祈 (いの)る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　





　ひる

　　　　ごはんを食 (た)べてはみがきを
　　　　するときに祈 (いの)る


みことばを
てきようしよう



























おいのり
しよう


父 (ちち)なる神様 (かみさま)！正 (ただ)しい根 (ね)をおろすようにさせてくださり、宗教 (しゅうきょう)と偶像 (ぐうぞう)、やみの勢力 (せいりょく)に勝 (か)つ祈 (いの)りの人 (じん)にならせてください。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

[image: ]
ゆいいつな　ふくいん
　　　　　　　　

　　　　　　

使徒 (しと)4:12　この方 (かた)以外 (いがい)には、だれによっても救 (すく)いはありません。天 (てん)の下 (した)でこの御名 (みな)のほかに、私 (わたし)たちが救 (すく)われるべき名 (な)は人 (ひと)に与 (あた)えられていないからです。」





どようび



地球 (ちきゅう)にいるたくさんの民族 (みんぞく)をよく見 (み)てみると、いろいろな宗教 (しゅうきょう)があります。それらには、特別 (とくべつ)な共通点 (きょうつうてん)があります。それは、正 (ただ)しいことは必 (かなら)ず守 (まも)らなければならないという律法 (りっぽう)と、他 (ほか)の人 (ひと)を助 (たす)けるべきだという善行 (ぜんこう)です。ある人 (ひと)は、これこそが福音 (ふくいん)だと思 (おも)って、最善 (さいぜん)を尽 (つ)くして守 (まも)っていきます。ところで、福音 (ふくいん)は正 (ただ)しいことをすれば分 (わ)かるのではありません。良 (よ)い行 (おこな)いをすれば救 (すく)われるのでもありません。ただキリストであるイエス様 (さま)に会 (あ)ってこそ、持 (も)つことができるのです。これが福音 (ふくいん)を持 (も)つことができる唯一 (ゆいいつ)の方法 (ほうほう)です。このように、唯一 (ゆいいつ)の福音 (ふくいん)を持 (も)てば、イエス様 (さま)だけが私 (わたし)の救 (すく)い主 (ぬし)だという事実 (じじつ)を持 (も)った神 (かみ)の子 (こ)どもになります。そのときから、神様 (かみさま)がくださる祝福 (しゅくふく)が入 (はい)った礼拝 (れいはい)をささげることができます。
礼拝 (れいはい)をささげれば、神様 (かみさま)が私 (わたし)にくださるみことばを受 (う)けることができます。みことばのなかで、1週間 (しゅうかん)、神様 (かみさま)の約束 (やくそく)である契約 (けいやく)を発見 (はっけん)するようになります。そして、この契約 (けいやく)を握 (にぎ)って祈 (いの)れば良 (よ)いのです。このように、みことばと祈 (いの)りの中 (なか)で、神様 (かみさま)がくださった私 (わたし)の現場 (げんば)に行 (い)かなければなりません。そこでも、ただイエス様 (さま)についての確信 (かくしん)を持 (も)って、揺 (ゆ)れないで福音 (ふくいん)を味 (あじ)わいながら守 (まも)ってみるならば、イエスがキリストという唯一 (ゆいいつ)の福音 (ふくいん)を伝 (つた)える人 (ひと)が見 (み)えるでしょう。福音 (ふくいん)が伝 (つた)えられて、いのちが生 (い)かされれば、律法 (りっぽう)と善行 (ぜんこう)ではすることができない、いのちを生 (い)かす働 (はたら)きが起 (お)きるのです。私 (わたし)たちにはこの力 (ちから)が与 (あた)えられました。いまから思 (おも)いきり味 (あじ)わってみましょう！
　　　　　　　　2007.03.17　レムナント伝道学76講











　きょうのいのり













　きょうのでんどう















　きょうのみことば

ホセア　13～14

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう














もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう









[image: ]イエス様 (さま)は私 (わたし)の救 (すく)い主 (ぬし)キリストです。
キリストという名前 (なまえ)の中 (なか)に、すべての問題 (もんだい)を解決 (かいけつ)する答 (こた)えがあります。
聖書 (せいしょ)を見 (み)て、キリストという名前 (なまえ)に入 (はい)っている３つの職分 (しょくぶん)を見 (み)つけて
書 (か)いてみましょう


　　　　　　　

　　　　　　　　　　祭司 (さいし)
　　　　　　　　（マルコ10:45）





　　　　　　　　　預言者 (よげんしゃ)
　　　　　　　　（ヨハネ14:6）




　　　　　　　　　　　王 (おう)
　　　　　　　　（Iヨハネ3:8）


みことばを
てきようしよう


































おいのり
しよう

[bookmark: _GoBack]父 (ちち)なる神様 (かみさま)！私 (わたし)に福音 (ふくいん)の唯一性 (ゆいいつせい)について確信 (かくしん)をください。を味 (あじ)わって、堂々 (どうどう)とあかしする場 (ば)に立 (た)つように、私 (わたし)を導 (みちび)いてください。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
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